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生活時間と介護の社会化

小 林 良 二

〈 要 約 〉

本稿では、筆者 が ここ数年取 り組んできた 「生活時 間様式」 による在宅介護

に関す るアセ スメ ン トとモニ タ リングの方式 を介護支援専 門員 との共 同研 究 に

よって発展 させ 、 「客 観的デー タ」 と 「主観 的デー タ」 を用いた総合 的な解 釈

方式 につ いて述 べる。 ここで は、 この方式を用 いて作成 した2事 例 を と りあ げ、

「介 護 の社 会 化 」 につ いて考察 した。

〈 キ ー ワ ー ド〉

生活時間、介護時間、介護の社会化

は じめ に

筆者は こ こ数年 にわたって、 「生活 時間様式」 を用 いた在宅ケ アニーズ の総

合的把握 と、 よ り適切なサー ビス計画 の作成やモニタ リング を可能にす る手法

につ いて研究 して きた1。

今 回 の研 究 で は、 平 成14年 、15年 度 の2年 間 にわ た り、 東京 都 内 の3箇 所 の

自治体 と石 川 県 金 沢 市 周 辺 の介護支援専門員(以 下 、 専 門員 とす る)の4つ の

グル ー プ に参 加 を依 頼 し、 そ れ まで専 門員が扱 った事例 の うち、 「生活時 間様

式」 を用いる ことで新 たな知見が得 られそ うな要介護度3以 上 の要 介 護 者 とそ

の家 族 介 護者 を対 象 とす るイ ンタビュー調査 を実施 して も らい、その結果 につ

いて事例検討 会 を開催 して意見 を取 りまとめ、 これ を再度そ れぞれの専 門員 に

フ ィー ドバ ックして検討を依頼 し、 この方式の有効性 を検証することとした。

このような研 究スタイル をとった理 由は、4つ の グル ー プ の実 践 調 査 協 力者
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が、 この様式 を用 いた調査 の結果 とケア プラン作成 に対す る意義、 さ らに使用

したマニ ュアル につ いての感想 を述べて も らうとともに、それ らの検討を踏 ま

えたデー タの整理 ・分析、 マニ ュアルの精緻化、分析枠組 の提案 などをお こな

うことによって、実践 と研究 とのコラボ レー シ ョン(実 践 的研 究)を 行お うと

した こ とによ る。

この よ うな研究 プロセスによって、4つ の フ ィー ル ド全体 で15回 の研 究 会 が

もた れ 、 全 部 で32事 例 につ い て の 綿 密 な ケ ー ス 検 討 と これ を踏 まえた活 発な

意見 の交換が行われた。

この論文では、今回用い られ た研 究手法 につ いて述べる とともに、収集 され

た32の 事 例 の うち 「介 護 の 社会 化 」 を検討 にふ さわ しいと思われ る2事 例 を と

りあ げ、 この手 法 の意 義 を検証す る ことに した い2。

1.研 究 の 方 法

まず、今回取 りくんだf実 践 的研 究 」 にお け る方 法 上 の特徴 について述べて

お く。

(1)様 式2「 生活 時間様 式」 の読 み方

生活時間様式 とそ の記入方法 につ いては、 以前発表 した拙稿で 詳し く紹介 し

て い るので、そ ち らを参照 していただ くと して3、 こ の論 文 で は 、 記 入 され た

「生 活 時間表」(様 式2後 出5頁 、12頁 を参 照 の こ と)の 「読 み 方 」 につ い て

解 説 す る こ とにす る。

第1の 段 階 と して は、 調 査 の際 に指 示 され たよ うに、 生活時 間表 を 「日内」

生活時間 と 「週 間」 生活時 間に区別 し、 生活時 間の観点か ら見て、調査対象者

の1週 間 の 生活 が い くつ のパ ター ン に分け られるか を見た上で、 それぞれが ど

のような特徴 を持 っているかについて報告す ることが求め られた。

第2に 、 今 回 の研 究 で は 、 生活 時 間 の解釈 を行 うた めの手法 として、 「色塗

り」 法が試み られた。 これは、1日 の 生 活 行 動 を 大 雑 把 に次 の6つ の領 域 に分

け て 「色 塗 り」 を行 うことによ り、生活全体 の特徴 を生活時間の観点か ら把握

する とい う方法で ある。 また、 「枠 付け」 を行 うことによって、 「見守 り」 のよ

うな拘束時 間が どのようになっているか につ いて の見解が求 め られた。
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■黄色:家 事

■榿 色:介 護

■紫 色:仕 事

■緑 色:サ ー ビス 利 用

■ 青色:自 由時 間

■網 掛:睡 眠

■太 枠:介 護 者 の時 間 へ の 拘束 性

この よ うな 「色 塗 り」 を行 うことによって、1日 あ る い は1週 間 全 体 に つ い

て、 どの よ うな 介 護行為、 生活行為 に時 間を使 って いるか を視覚化で きる とと

もに、色塗 りがで きない時 間帯 について も、そ の意味 についての検討が行われ

た。例 えば、 在宅要介護 者 には 「テ レビ」 の時 間が多 いが、 これは、 「自由時

間」 と言えるか とい うと必ず しもそ うとはいえず 、 「テ レビをつ けて いる」 だ

け とい う可能性 もあ る。言 い換 えれ ば、要介護者 にとっての 「自由時間」 とは

何 を意味するか を考 える とい う課題が提起 された。

第3に 、今 回 の研 究 にお いて は、 生 活時間 と生活行動 を、一次時 間、二次時

間、三次時間 に分類 し、そ の観点 か らの解釈 を行 うこととした。一次時間 は主

に生理 的必要時間、二次時 間は社会 的活動時間、三次時 間は 自由時 間を含 む創

造 的な時 間とされ るが、 こうした観点か ら、それぞれの時間が どのよ うに確保

されているか につ いての検 討 を行 い、それ らのバ ランスか ら、介護時 間 と生活

時間 との関係 を考察す る ことをもとめた。

第4に 、 これ らの生 活 時 間 と生活 行 動 につ いての分析 を行 うとともに、 これ

らの結果 を、様 式3(こ こで は 省略 す る)で 整 理 した 本 人 や 家 族 介 護 者 に 関す

る基礎 情報 とあわせ て検討 し、解 釈す る ことを求 めた。

(2)様 式4「 考 察 表 」 の 使 用

様 式2と3は 、 サ ー ビス 利 用 者 あ る い は介 護者 につ いて の 「客観的」 なデー

タで あるのに対 して、様式4は 「主 観 的」 デ ー タ で あ る(8頁 、15頁 を参 照 の

こ と)。 報 告 者 は、 調 査 対 象 者 か ら、 介護 者や要介護者本 人の介護やそれ 以外

の生活 についての考 え方、親族 の援助、サー ビスの利用や費用 につ いて の考 え

方 を聞 くとともに、報告者 自身の 「解釈」 を記入する ことが求 め られた。 この
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ようにケアマネジ ャー は、 「客観的 データ」 と 「主観 的デー タ」 の双方 を踏 ま

えた考察 を行 うことによって、サー ビス利用者 の状態やケアマネ ジャー 自身の

立場 を 「立体 的に」 説明す る ことが求 め られ た。

2.2つ の 事 例 の検 討

先 に述べたよ うに、本稿 では32の 事 例 の うち 要介 護 度 が5で 介 護 負 担 が重 い

ケー ス で あ り、 介護 者 も高齢 の単独介護者 となって いる事例 をと りあげる。 ま

た、 この2つ の 事 例 に は 多 く の 共 通 点 が あ るに もか かわ らず 、 「介護 の社 会

化」 という観点か ら見 る と対 照的な事例で もある。

〈 事 例A>

(1)要 介 護 者 の 概 要

AHさ んは70歳 代 後 半 の 男性 で要 介 護 度5で あ る。

AHさ ん は 、10年 前 に パ ー キ ン ソ ン病 と診 断 され 、 そ の後 徐 々に歩行 困難

が進 んだ。 平成12年 頃 には 小 刻 み で 伝 い歩 き が で き ていた が、 平成13年 秋 に

は 家 の 中 で 車 椅 子 を使 っ て 移 動 す るよ うにな った。平成14年 夏 、 食 欲 不 振 で

体 力 が 低 下 して か らは、 ほ とん ど車椅子で過 ごす よ うにな った。平成15年1月 、

風 邪 を き っか け に在 宅 中 の ほ とん どをベ ッ ドで過 ごす よ うにな った。歩行困難

のため トイ レが 間 に合わず 、現 在夜 間はオム ツを利用 し、 日中は3～4時 間 お

き に尿 瓶 で 排 尿 誘導 の介 助 を受 けて いる。

ADLは 、 移 乗、 排 泄 、 入 浴 、 着 脱 が 全介助、移動、 食事は部分介助 となっ

ている。 会話は 自立 して いるが、言葉は出に くく、 自分か ら訴える ことは少な

い。聞かれた ことには短 い言葉で応 え る程度 である。IADLは す べ て 全介 助

とな って い る。

居 住 環境 についてみ ると、12階 建 て マ ン シ ョン の7階 の3DKに 済 み、 浴 室

は マ ン シ ョ ンサ イ ズ で 小 さめであ る。

AHさ ん のマ ン シ ョンは 駅 か ら数 分 の ところで、周 囲には銀行や商店街が あ

り、 日常 生活 に必要な用事 は このあた りで済 ませ ることができる。なお、マ ン

シ ョンには介護者 と同世代 の入居者が多 い。



生活時間と介護の社会化 5

(2)介 護 者 の 状 況

介 護 者 は妻(AWさ ん とす る)で70歳 代 前 半で あ る。 腰痛 が あ り、 隣 の建物 に

ある医院 に週1回 通 院 ・治 療 して い る。 親 族 と しては、長男夫婦 が遠方 に在住

してお り、 月 に1回 程 度 長 男 が 出張 の 際 立 ち寄 る が、 介護 には慣れ て いな いの

で、 直接の介護援助 はない。長男 の妻 も介護の援助 を行 っていない。

(3)介 護 時 間 と 生 活 時 間

以 上 を踏 ま え、 資料A1に よ って 介 護 時 間 と生活 時 間 と生活時 間の状況 を検

討す る。

介護 者 によ ると、1週 間 の 生 活 時 間 は 、 月 曜 日、 火 ・木 ・土曜 日、 水 ・金曜

日、 日曜 日の4つ の タ イ プで あ る との こ とで あ ったが、 大 き く見 る と、 本人 の

デイ ケアの利 用が ある曜 日(月 ・火 ・木 ・土)と 、 利 用 のな い 曜 日(水 ・金 ・日)

に分 か れ る。

① デ イ ケ ア のな い 日(日 曜 日の場 合)

介 護 者 は6時30分 に起 床 、 洗 面 ・身 支 度 をす る。 本人が7時30分 に起 床 す る

ので 、 そ の後15分 間程 度 、 排 尿 誘 導 ・オ ム ツ交 換 お よび後始 末、更 衣、洗 面、

口腔 ケア の介助 をす る。8時30分 ころ か ら朝 食 の準 備 を して 、9時 か ら30分 程

度 本 人 の 朝食 介 助 を行 い、 そ の後介護者 も朝 食 をとる。朝食後、本 人をベ ッ ド

へ の移 動介助 を行 った後、 後片付 け、掃 除、洗 濯な どをお こな う。11時45分

か ら15分 間程 度 ベ ッ ドで の尿 瓶 に よ る排 尿誘導 と後始末 を行 う。

12時30分 こ ろ か ら昼 食 の準 備 を行 い、 介 護 者 も一 緒 に食事 をす る。13時 に

本 人 をテ ー ブ ル へ移 動 介 助 して 昼食 の介 助 を行 い、13時40分 頃 昼 食 が 終 了す

る。 口 をす す い だ後 、 ベ ッ ドへの移動介 助 を行 う。15時30分 頃 ベ ッ ドで の お

や つ が あ り、 そ の後16時 か ら15分 程 度 排 尿 誘 導 と後 始 末 を す る。 この後、 洗

濯物 の取 り込 みな ど家事があ る。

18時15分 頃 か ら夕 食 の 準 備 を開 始 し、18時50分 ころ 、 本 人 の テ ー ブル へ の

移 動 介 助 を行 い、19時 か ら夕 食 介 助 と な る。 本 人 の 夕 食が終 わ る19時30分 こ

ろか ら介 護 者 が 食 事 を し、19時50分 ころ に終 わ る 。20時 ころ ベ ッ ドへ の 移 動

介 助 。 食 事 の 後片付 けは20時45分 こ ろ ま で に終 了 す る 。21時30分 こ ろ か ら着

替 え と 口腔 ケ ア を行 い、排尿誘導 と後始 末を行 う。そ の後介護者 は22時 ～22時
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30分 ころ まで 入 浴 し、 身 支 度 を した 後23時 ころ就 寝 して い る。 な お 、 夜 間 に

介 護で起 きる ことはな いよ うである。

なお 、水曜 日、金 曜 日は、午 後15時 ～16時 ま で 入 浴 サ ー ビス を 利 用 して い

る。 この場合、介護者は更衣のため浴室 に一緒 に入 るのみであ り、 ヘルパ ーが

入浴 介 助 を して いる。 これ に ともな って、 オヤ ツ介 助 の時 間が16時 か ら に

な って い るが 、 他 には あ ま り大 きな変化はな い。

②デイケ アを利用する 日(月 ・火 ・木 ・土)

本 人 が デ イ ケ アを利 用 す る 月 ・火 ・木 ・土曜 日の場合、介護者は、午前 中9

時 か ら 口腔 ケ ア を行 い、9時30分 に夫 を送 り出 した あ と、 午 前 中、 買物、 掃

除、洗濯等 の家事 を行 う。 買物は週3回 で あ るが 、 洗 濯 と掃 除 は 月曜 日を除 い

て毎 日行 っている。 月曜 日の午 前中は、腰痛 のため通院 している。

12時30分 ～14時30分 に時 間 帯 を 自宅 で の 友 人 との 交 流 に充 てて いる。 す な

わち、4～5人 の友 人 を家 に招 き、 サ ロ ン の よ うな集 ま りを持 っているが、 こ

こには、 同 じ集合住 宅に住 み、や は り介 護 中の友達や看護婦 の友人な どが集 ま

る との ことで あ り、 これ は 「私 の時間で ある」 との ことで あった。

(4)生 活 時 間 の 特 徴

以 上 を踏 ま えて、 事 例Aの 生活 時 間 の特 徴 を述 べ る と次 のようにな る。

全 体 を通 して、要介 護5の 重 度 介 護 ケ ー ス で あ るが 、 一 次時 間 につ いて み る

と、1週 間 を通 して、 睡 眠 は 夜 間 に起 きる こともな く7時 間 は とれ て い る し、

ま た、 食 事 時間、入浴時 間、身支度の時間 もほぼ確保で きて いる。

二次時間 につ いてみる と、 デイ ケアのな い 日は、介護時 間が3～4時 間 ほ ど

に な り、 見 守 りを考 え る と、1日 中介 護 及 び 関連 す る介 助 と家 事 を してい るこ

とになるが、 デイケアのある 日は、介護時 間 と家事時間 とがは っき りわかれて

いる。

重要なのは三次時 間で ある。すなわち、Aさ ん は、 本 人 が デ イ ケ ア を利 用 し

て いる曜 日に、 自宅 で近隣 の友人 と2時 間 ほ どお 茶 な どの 「私 の 時 間」 をもち、

息抜 きを している。 これ によって、独立 した三次時間が とれている ことがわか

る。

このよ うにみる と、Aさ ん の生 活 を全 体 と して み る と、1週 間 の 生活 リズ ム
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が見 られ る とと もに、 一次 、二 次、 三次 の時 間 が明確 に区別 され、 「め りは

り」の効 いた生活時間 にな って いるといえる。

(5)介 護 に つ い て の 考 え 方(資 料A2)

次 に、 資料A2を 用 いて 、 介 護 者 や 本 人 の考 え方 を紹介す る。

本 人の排泄介助については介護者 の 「意地」 があった という。介護者 は、 こ

の調査 の しば らく前 まで、 どうして も本 人にオムツでな く、 トイ レの使 用をさ

せたい と考 えていた。 しか し、 本人が最近風邪 をひいてベ ッ ドで過 ごすよ うに

な り歩行 困難 になったため、ベ ッ ド上での全面介護 に切 り替 えた。 これは、 こ

れ以上本人 を起 こそ うとす ると、 自分が倒 れて しまうか もしれない と考 えたか

らで あるという。 この結果、介護 にかか る時間は短 くな り、身体 も気持 ちも楽

になった。本人 も、 トイ レを頑張 らな くて よく、楽 にな ったよ うであ り、在宅

生活 を続け るには妻 がや りやす い介護で よいと考 えて いるという。 ここでは、

排泄介護 をめ ぐる本人 と介護者 の考 え方 に変化が見 られた ことが重要 である。

また、介護者は、AHさ ん が 週4回 デ イ ケ ア に行 っ て い る ので 、 それ以外 に

は無理に起 こさず体力も低下 しているので休息 日にしよ うと考 えている。また、

AHさ ん もデイ ケ ア に通 うの は楽 しい といってお り、行 かない 日はつ いベ ッ ド

で眠って しま うという。

介護者 自身の生活時間 についての考 えを聞 くと、AWさ ん は 自分 の都 合 のよ

いよ う に生活 時間 を決めて いる との ことであ り、先 にも述 べたよ うに、本人の

デイケア利用時間は、介護者 にとって 「息抜 き」 の時間 になって いるとの こと

で あった。

親族の介護 につ いては、息子の家族 は遠距離 にすんで いるので介助は 当てに

してお らず、発症時か ら夫婦でや りき ろうとい う決心 をしていた との ことであ

る。AHさ ん も、 息 子 は 息 子 の 生活 を大 事 に して ほ しいとの ことであった。

サー ビスの利 用 につ いて聞 いた ところでは、体 力的 には週4回 の デ イ ケ アが

丁 度 よ く、 また、 ヘルパー もデイケ アのスタ ッフも長 い付き合 いなので、安心

して任せ られる し、相談や ア ドバイス も受け られ るという。

(6)ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 評 価(資 料A2)

この事 例 を担 当 す る ケ ア マネ ジ ャー の評価 による と、介護者の妻 は介護方針
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資料A2ア セ ス メ ン ト考 察 表 利 用 者(A.H.)

項 目 介護者 (要介護者) 調査者 対応方針

7.介護 についての

考え方

・ベッド上での全面介

助に介護方針を変え

た事で介護に掛かる

時間が短くなった。
・身体も気持ちも楽に

なった。

・頑張らなくていいの

で楽になった
・在宅生活を続ける

ためには妻のやりや
すい介護でいい

妻が介護方針を常に

しっかり持ち、それに対

してやり切った事で、

今、手間を省いた介護

をしている事を納得して
いる。

介護者が常に「これで良い」
と思える援助を続ける。

2.本 人の生活につ

いての考え方

週4回 デイに行ってい

るので、それ以外は

無理に起こさず、休

息日にしようと考えて
いる(体力低下してい

るので)。

・デイケアに通うのは

摩 しい
・行かない日はっい

眠ってしまう

臥床するだけでなく眠る

事が多くなった点から、

体力低下を感じる。

・今後、健康状態の悪化(肺

炎等)に 注意が必要。
・デイケア、主治医に協力を

求める。

3.介 護者の生活 に

ついての考 え方

・自分の都合の良い

ように時間を決めて

いる。
・デイに行っている間

は「私の時間」として

息抜きに使っている。

介護に関わる時間が多
い中で、上手に気分転
換が出来ている。

介護者の健康状態に変化
が無ければ、見守りでよい。

4.家 族/親 族にっ

いての考え方

・これでOK 。 ・満足 している
・発症時から夫婦で

遷農欝融轡 雛貿

・夫婦共満足 しており

問題 ない。
・妻 は遠 くの身内より

近 くの他人を活用出来

ている。

現状の維持

5.利 用 サービスの

評価(種 類 ・内

容 ・時間など)

・体 力 的 に デイ ケ ア

は週4回 が ち ょ う ど良

い。1
・ヘ ル パ ー もデ イ の

ス タ ッ フも長 い付 き

合 い。 安 心 して 任 せ

られ る し、 相談 や ア

ドバ イス も 受 け られ

る 。

介護スタッフが自
分の事を良く理解
しているので安
心。

妻は介護スタッフに精
神的にも支えられてい
る。

現状の維持

6.介 護 費用につい

ての考 え方

自分の年金だけは手
を付けずに置きたい

妻に任せる。
月の収入の1割 程度掛

か っている。
現状の維持

7.そ の 他

O全 体としての解釈

8.この事例を取り上

げた理由

介護者が、かなり濃厚な介護を行っているにもかかわらず、おおらかな様子なのは何故
か。また、介護者がカが抜ける部分があれば知 りたい。

9.介 護 時間と生活

時間の重なり

曜日によっては介護者と要介護者がほぼ一日中居宅で一緒に過ごし、介護時間と生活時間がか
なり重なっているが、要介護者が週4回デイケアを利用しており、この時間帯が介護者には友人と
交流したり、家事をする自分の時間となっている。

10.サ ー ビス利用

意向

サービスの目的を明確にして利用している。介護者がサービスを活用する事十分出来てお
り、現在のサービスを続ける事が有効と思われる。

11.生活の主導権
要介護者に規則的な生活を送って欲 しいという妻の強い意向を感じる。要介護者も満足し
ているが、主導権としては妻が持っている。

12.今 後の介護の

予測と援助方針

活動性の低下、体力の低下のため、健康状態が悪化する可能性が高い。デイケア ・スタッ
フや主治医に経過観察を依頼し、必要に応じて医療系のサービスを導入する。

13.本 様 式 利 用 後

の理解の変化

介護者と要介護者の生活時間の重なりの多さを改めて確認 した。それと同時に介護者の生
活が要介護者のそれと重なる時間と自由な自分の時間、家事時間とでバランスがとれてい
ることがわかった。
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を常に しっか り持 ってお り、 これ まで、そ の方針 を確実 に実行 してきた といえ

る。 このため、AHさ ん の体 力が落 ち て か ら、 ベ ッ ドの上での全面介助 に切 り

替え、 以前よ りは手間を省 いた介護 になっているが、介護者で あるAWさ んは

この こと を納得 して い る とい う。 また将来 も、介護者 が常 に 「これで良い」 と

思 える援助 を続 ける ことにす る方針であ る。

介護者であるAWさ ん の生活 につ いて み る と、介 護 に関わる時間が多 い中で、

上手 に気分転換 をして いるといえる。本人、介護者 とも現在 の状態 に満 足 して

お り問題な いので、 現在 の状態 を継続す ることとす る。

ケ アマネ ジャーの今後 の方針 としては、AHさ ん は 全体 的 に 臥床 す るだ けで

な く、 眠 る ことが多 くな った ことか ら、体力の低下 が認め られ る。今後、健康

状態 の悪化(肺 炎 な ど)が 予 想 され るの で 、 注 意 が必 要 で ある。 この点 について

は、デイ ケア と主治 医に協力を求 める方針であ る。

(7)介 護 時 間 と 生 活 時 間 の 考 察

以 上 の資 料A1とA2を 踏 ま えて 介 護 時 間 と生活 時 間 の考察 を行 う と、 次の

よ うになる。

第1に 、AWさ ん とAHさ ん の 生活 時 間 の重 な りに つ いて み ると、水 ・金 ・

日曜 日は、 本 人 と介護 者 はほ ぼ1日 居 宅 で 一一緒 に過 ご して い るが、 月 ・火 ・

木 ・土曜 日は、本人がデイケアを利用 してお り、 この時間帯 に介護者は通 院 ・

買物 ・洗濯 ・掃除な どの家事時間 と、近隣の友 人 との交流 の時 間を持つ ことが

できて お り、 ある程度 「自分の時 間」(三 次 時 間)を 持 つ こ とが 可 能 にな って い

る。そ の意 味では、1週 間 とい う単位 で は メ リハ リのつ いた生活ができて いる。

特 に、 同 じ集合住 宅内 に多 くの友人が いるため、介護者 はあま り外 に出ない

に も関わ らず 「孤 立 した」 介護体 制 にな って いな い ことが在 宅介護 の継続 に

とって重要である。 ここに登場す る近隣の人々の存在 は、介護者が、介護 を含

むさまざな情報 を交換 し合い、介護意欲 を継続 させ る上で きわめて重要であ り、

いわば 「地域介 護」 ができているともいえる。 この ことが、遠方 にいる息子家

族への依 存 を求 めていない理 由にもなっている とも考 え られ る。

第2に 、 生活 の主 導権 は介 護 者 で あ るAWさ んが も って お り、AHさ ん には

規 則 的 な 生活 を送 っ て ほ しいとい う強い意 向を感 じる。 しか し本 人 も現状 に満
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足 してお り、 一方的な生活 を強 いるものではない。

第3に 、 これ らを踏 ま えて サ ー ビス の利用 を考えてみ ると、 目的 を明確 にし

たサ ー ビスの利用(本 人 へ の 介護 支 援)が 行 な わ れ て お り、 また 、 介護 者の生

活に とっても、本人のデイケアの利用が大切な意味 を持 って いる。

なお、本人 のデイ ケア利用は4日 間 が 限 度 で あ り、 よ り重 介 護 にな った場合

の対応 について検討 してお く必要があるというケアマネジャーの見解 が示され、

また、介護者が介護 を継続す る上で、主治医の医院 とデイ ケアが とな りの建物

にあ り、主治医 とは、長年 の付 き合 いがあ ることか ら、 いつで も気軽 に相談で

きる ことが大 きな意味 を持 って いるということが紹介 された。

これ らによって、介護者で ある妻 は完壁 な介護 をしよ うと して いるが、他方

でおお らかな態度 もみせてお り、適 当に力をぬ くこともで きて いる。 こうした

状況の理解が生活時間様式 を用いる ことによって可能 にな った とされた。

<事 例B>

(1)要 介 護 者 の 概 況

BMさ ん は 、100歳 を超 え る女 性 で 要 介 護5で あ る。90歳 後 半 に 自宅 で 転 倒

し、 左 大 腿 骨 頚 部 を骨折 したが、退院後、 リハ ビリによって 自宅 内では介助歩

行 が可能な まで に回復 した。既往 に心筋梗塞がある。

ADLは 、移 動 ・入 浴 ・着 脱 が全 介 助 、 動作 ・食事 ・排 泄は一部介助で、 食

事 はス プー ンで 自力摂取 が可能 である。会話は可能 であるが、難聴 のため、大

きな声で話す必要がある。 しか し自分 の意思ははっき りと伝 える ことができる。

視 力低下があ り、形がぼんや りと見 える程度である。夜 間頻尿 のため、…時 間

半おきにポータ ブル トイ レへ移動す る。

IADLは ほ とん ど全 介 助 で あ る。

(2)介 護 者 の 状 況

介 護 者 は 本 人 の長 女(BDさ ん とす る 〉 で70代 後 半 で あ る。45年 間、 教 師

を して いた が、 現 在 は無 職 である。介護者か らみて父親(既 に死 亡)の 介 護 も

合 わ せ る と、40年 間 介 護 生 活 を送 っ て い る。 現 在 のケ アプ ランは、介護 保険

導入前の状態か ら5年 間 ほ ぼ変 わ って いな い。 ま た、他 の親族か らの援助 はな
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い 。

(3)介 護 時 間 と 生 活 時 間(様 式2)

資 料B1に よ る と、1週 間 の 生活 時 間 の パ ター ン は、 サ ー ビス を何 も利用 し

て いない月 ・火 ・木 ・土 ・日と、訪問看護 や訪 問 リハビ リが入 る水 ・金曜 日の

2つ のパ ター ン に分 け られ る。

① サ ー ビス を利用 しない曜 日(月 ・火 ・木 ・土 ・日)

介護 者 は5時 半 に起 床 し、6時 か ら7時 まで、 洗 濯 と外 の掃 除 を行 う。7時 に

本 人 の 排 泄 の見 守 りをす る。7時15分 か ら8時20分 まで の間 に、朝 食準備 と、

本 人 の 洗面 ・更衣 の介助 を行 う。8時20分 に朝 食 をセ ッ トす る。9時 か ら、 朝

食 の 片 付 け 、 掃 除 、 着 替 え と、夕 食 の下 ごし らえ をす る。10時 半 か ら外 出 。

昼 ごは ん には 、 パ ンな ど簡単 なものをセ ッ トしてお く。

午後 は、15時 の 帰 宅 まで 、 買 い 物 ・図 書 館 ・散策 ・展覧会 ・外食 ・お茶 な

ど、完全 な 自由時 間を過 ごす。

帰宅後 、 一時間 ほ どは特 に何 もせず過 ごし、16時 か ら17時50分 ころ ま で 夕

食 の準 備 をす る。 本 人の移 動介助 を し、18時 に夕 食 。 本 人 の 夕食 の見 守 りも行

う。18時40分 に本 人 のベ ッ ドへ の移 動介 助 を行 い、そ の後夕食の後片付け、本

人 の洗 面介助 、 口腔 ケ ア、湿布 貼 り、更衣 の介助 を行 う。21時 か ら22時 半 ま

で は新 聞やTVや 日記 を書 いた りす る な ど の 自 由時 間になる。22時 半 に入 浴 し

て 、 そ の後 就 寝 す る。

就 寝後、夜 間は1時 間 半 お き に排 泄 の見 守 りが必 要な ので本人の排泄の見守

りが あるため、熟 睡できな い。

②訪問看護 や訪問 リハ ビ リのサー ビスの入 る曜 日(水 ・金)

水 曜 日は、 外 出 時 間 が い つ も よ り短 く10時 半 か ら12時 とな る。 帰 宅後 、 昼

食 を セ ッ トし、13時 に 自分 の 昼 食 を と る。 訪 問看 護 の火曜 日は、13時 半 か ら

14時 半 ま で 、 訪 問 看 護 で シ ャ ワー 浴 ある いは清 拭 を行 うが、介護 者 も着替 え

を用意 した りな ど して手伝 う。そ の後16時 まで はTVを 観 た りな ど 自由 にす ご

す 。16時 か らは 基 本 パ ター ン と同 じで あ る。

金曜 日は、17時 か ら17時45分 まで 訪 問 リハ ビ リが入 る以 外 は 、水曜 日と同 じ

である。
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(4)生 活 時 間 の 特 徴

第1に 、 一 次 時 間 に つ い て み る と、 毎 日夜 間に一時 間半お きの排泄 の見守 り

が必要な ことが 目につ く。BMさ ん は夜 間ポ ー タ ブル トイ レを頻 回 に使用 して

お り、特 に手 を貸す必要はな いが、介護者 は熟睡できない状態 にある。 このた

め睡眠時間は3時 間 程 度 で あ り、 日中 ボ ー っ と して過 ごす時 間がある。

第2に 、 二 次 時 間 につ いて み る と、 家事 と介護 にかか る時間に毎 日かな りの

時 間が費や されて いる。

第3に 、 三 次 時 間 につ いて み る と、 サー ビスが入 らな い曜 日(月 ・火 ・木 ・

土 ・日)の10時 半 か ら15時 まで 、 ま とま った 外 出 時 間 が とれて お り、 趣味活

動 にあて られている。 この間BMさ ん は 一 人 で留 守 番 をす る形 に な って いる。

これは、BMさ ん が 一人 で 過 ごす ことが で き る程度 の要介護状態 である ことを

示 して いる。

第4に 、 サ ー ビス の利 用 に つ いて は 、BMさ ん が要 介 護5で あ る こ とを考 え

る と、 サ ー ビス の利 用がかな り少な く、水曜 日の訪問看 護 と金曜 日の訪 問 リハ

ビリのみ となっている。 しか し、サー ビスの利用 の際介護者はそばにつ いてス

タ ッフに気 を使 うので、逆 に負担が増えて しまうと考え られ る。

(5)介 護 者 の 考 え(資 料B2)

次 に資料B2に よ って 介 護 者 の考 え 方 をま とめ ることにす る。

BDさ ん に よ る と、 まず 、 介 護 につ い ては、状況が許せ るかぎ り家族がみて

いくべきだ と考 えてお り、そ のことが本 人に とって一番 の幸せ であ り、痴呆 の

進行 を防 ぐことにも効果があ ると考えている。 また、 本人 も現在 の生活が幸せ

ではないか と感 じて いるとの ことであった。

介護者 自身の生活 につ いて聞 いた ところ、 「きれ い ごとを言 えば」介護がで

きるとい うことは幸せだ と思 うとい う。 しか し、他方 で疲れ も感 じるとの こと

であった。

親族 の援助 につ いて介護者 は、他 に手伝 って くれる親族が いれば、 な どとは

考 えないよ うにしてお り、逆 にそ のよ うな親族がいる と、そ ち らとの関係で疲

れ るかも しれな いと考 えて いる。

サー ビスの利用について は、現在は本人の状態 が安定 して いるので、現状で
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とくに問題ない。 サー ビスに も満足 して いる。サ ー ビスを増やす と、時間 を拘

束 され、ゆ と りが無 くなって しまうとの ことである。

最後 に、介護者 のBDさ ん によ る と、 介 護 費用 だ け でな く医療費 もかか って

くるので、毎 月の負担が大 きい との ことであった。

(6)ケ ア マ ネ ジ ャ ー の 評 価 と 方 針(資 料B2)

以 上 の 内容 を踏 まえ た報 告 者(ケ アマ ネ ジ ャー)の 評価 は次 の よ うに な って

い る。

第1に 、介 護 者 は 自分 が み て いか な ければ とい う気持 ちが強 いた め、共倒れ

の心配がある と思 うが、他方で、母親 であるBMさ ん の 生活 は 幸 せ だ と考 え て

い る。

第2に 、 介 護 者 の生活 時 間 を見 る と、介護者は 自由時間 も上手 に確保 してい

るが、本 当に安堵で きる時間はないので はな いか と思われ る。 また、BDさ ん

は本 当 に介 護 か ら離 れ る休 息 時 間を確保す ることが必要 なのではないか と考 え

ている。

第3に 、BMさ ん はサ ー ビス の利 用 を頑 な に拒 否 してお り、 これ以上サー ビ

スを増やす のは困難 である と考 え られ る。 また、 ケアマネジャーか らみて も、

デイサー ビス等 については、本人が集 団 にな じみに くい と考 え られ る。

第4に 、 今 後 介 護 量 が 増 え た とき の 費用について は、そ のつ ど介 護者 と相談

して いく方針 である。全体 としてみる と、介護量が多 いにもかかわ らず本人が

拒否す るためにサ ービス を増やす ことが困難 で、壁 にぶつか ってお り、 どうし

た らよいかを考 える ことが、 この生活時 間調査 を実施 した主な理 由である との

ことであった。

(7)介 護 時 間 と 生 活 時 間 の 考 察

最後 に、 資料B1と 資 料B2か らみ た か ら、 全 体 的 な考 察 を行 って こう。

第1に 、 本 人 と介 護 者 の 生活 時 間 の重 な りとリズム につ いて見 る と、介護者

は一 日中介護 に密着 した生活 になってお り、週 に5日 間、 外 出 を しな が ら 自由

時 間 を とってい るが、 この時間 も常 に本人の ことを気 にして いるようで、結局、

一週間の生活 リズムはほ とん ど変化がな いと考 え られる
。
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資料B2ア セ ス メ ン ト考 察 表 利 用 者(B』.)

項 目 介護者1(要 介護者) 調査者 対応方針

1.介護 についての

考え方

状況(家 族構成・病

状)が 許されるなら、 1
家族が看てい≦べき・i

驚雑 竈1
病状の悪化(精 神面)1

も防いでいく。1

家族が看ていかなくて
はいけないという気持ち

が強い。共倒れの心配

あり。

2.本 人の生活につ
いての考え方

艦

讐璽露郷i
か と感 じる。1 と

3.介 護者の生活に

ついての考え方

きれいごとを言えば、

介護ができるというこ
とは幸せである。宿

命とも感じている0た

だ、疲れを感じている
ことは否定できない。

介護者なりに自由時間

を確保し気分転換を図

ろうとしている様子がみ

られるが、精神的ゆとり

はない。介護から離れ

られる休息時間が必

要。

4.家 族/親 族につ

いての考え方

状況により違うが、

他の家族がいればとi

か、自分ばか りがと:

い うことは考えない

ようにしている。

5.利 用サービスの

評価(種 類 ・内

容 ・時間など)

現在は本人の状態も1

安定しているので問

題ない。サー ビスに
も満足 している。今

の状況でサー ビスを

多くすることは時間

が拘束されるので逆

に気分にゆとりが無

くなってしまう。

現時点で今以上の介護

サー ビスを増や してい

くことは困難な状況。

スタッフ間で連携をと

り、本人・家族の状況変

化に対し、臨機応変に

対応していく。負担軽減

の必要性は今後も伝え

ていく。

6.介 護費用につい

ての考え方

介護だけでなく医療

費などもかかって く
るので毎月の負担ぱ

大きい。1

40年 以上の介護が続い

ているため負担が大 き
い。

サービス量が増えてい

くときは、その都度相談

しながら調整していく。

7.そ の 他

1

i

○全体としての解釈

8一この事例を取り上

げた理由

サービス導入が困難なケースであり、家族の介護負担が大きい。話 し合いも重ねてき

たが、壁にぶつかってしまっている。

9.介 護時間と生活

時間の重なり

一日中介護と密着 した生活となっている。特に夜間は本人が頻尿であり、介護者もそ

の都度覚醒してしまい、熟睡することができない。 日中も自由になる時間を確保して

いるが、常に本人のことを気にしている状態である。

10.生活 のリズ

ム、主導権の状況

一週間の生活 リズムに殆ど変化はない。本人主体で本人が安心 して生活を送れる生活

リズムとなっている。

11.ケア プラン は適

切 か

12.今 後の介護の

予測と援助方針

共倒れには十分注意 していく。本人や家族が望む在宅牛活が績けていけるように援助

にあたるが、高齢者世帯であるということも念頭におき、病院なども視野に入れてお

く。

13.本 様 式 利用後

の理解の変化

家族自身が大変ながらも現在の生活に慣れてきていしまっている様子が伺えた。サー
ビス導入拒否についても本人だけが原因でな く、介護者の考えでもあることが明 らか

になった。
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第2に 、 生活 の 主導 権 は、 介 護 者 で あ るBDさ んで な く、 親 で あ るBMさ ん

が決 めて い るよ うで あ る。 しか し、今後 このよ うな状態が続 くと、共倒 れ にな

る危険性があ り、 この点 に注意 しなが ら在宅介護 を支援す る ことが求 め られ る。

また、高齢者世帯 であるた め、入院 も視野 に入れてお く必要が ある。

第3に 、 今 回 の調 査 か らみ て 、 サ ー ビスを増やす ことを拒否 しているのは、

BMさ ん 本 人 だ けで な く、 介 護 者 のBDさ ん の希 望 で あ る こ とが 分 か っ た。 訪

問介護の場合 は介護者の息抜 きにできる可能性が あるが、 その利 用を求 めてい

な いし、 また、訪 問看護な どの医療 的なサー ビスであって も息抜 きがで きてい

る家族 もいるが、 この家族 の場合、家 に訪問す るスタ ッフに対 して介護者がか

な り気 を使 ってお り、サー ビスを増やす とかえ って介護者が気 を使 う時間が増

えて しま うという可能性が ある。 また、デイサ ー ビス は、本人 の性格か らいっ

てな じまな いと考 え られ る。

第4に 、 この よ うな事 情 か ら、 外 出 時間について は、昼間 に外出するな ど、

自由時間 もうまく確保で きて いるものの、必ず しも介護か ら離れた三次時 間 に

なって いない といえる。

3.事 例Aと 事例Bの 比較

以 上の紹介 を踏 まえて、2つ の事例 を生活 お よ び介 護 時 間 と介護 の社会化 と

い う観点か ら比較検討 してみ よ う。

まず、事例Aも 事 例Bも 、 要 介 護 度5と い う最 重 度 の要 介 護 者 に対 す る、高

齢者 による介護(老 老 介 護)で あ り、 親族 な どの副 介 護 者 は な く一人で主要な

介護 を行 っている。 また、2つ の事 例 にお い て、 週 の うち何 日かは三次 時間で

ある 「自由時間」 を確保 して いる ことも共通点 している。

しか しこれ以外 の点 では、2つ の事例 の 間 には か な りの違 いが見 られる。

第1は 、 睡 眠時 間 の違 いで あ る。

事 例Aの 介護 者 は、1週 間 を通 じて デ イ ケ ア を利 用 して いな い曜 日も利 用 し

ている曜 日も、 ほぼ7時 間 程 度 の睡 眠 時 間 を確 保 で きて いる。 これ に対 して、

事例Bの 介 護 者 は 、11時 ころ就 寝 す る も の の、 本 人 が ほぼ1時 間 半 ご とに ポ ー

タ ブル トイ レ を使用す るため、安眠できない状態 にな って いる。
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第2は 、 二次 時 間 の介 護 や 家事 の時 間で ある。

事例Aで デ イ ケ ア を利 用 して い な い曜 日にお いては、 朝7時 か ら介 護 が始 ま

り、 ほ ぼ1日 中排 泄 介 助 、 食 事 介 助 、 食 事 介助、移 動介助、 口腔ケアな どの身

体介護 と掃 除、洗濯、食事準備 に費や されてお り、 ほぼ介護 と関連 しなが ら家

事が行 われ てい る。 この意 味では、介 護 にかか りき りの生活(介 護 拘 束)に

な っ て い る。 しか し、 本 人 が デイケ アに行 く曜 日にお いては、介護を しなが ら

の食事準備 ではな く、 自分だけの食事時 間を持 ってお り、 また、介護 を離れて

の家事や 買物 が可能 とな っている し、介護者 自身の通院の時 間が可能にな って

いる。 いわば、 二次時間が介護か ら独立 した ものにな っている。

これ に対 して、事例Bで は 、 本 人 の排 泄 介 助 な どの 身体 介護 は一部介助で あ

るためつきき りの介護 とはなってな いが、本人が100歳 を こえ る こ ともあ って、

常 に見 守 りが必要な状態 にある。 また、 本人に対す る細か い配慮 も必要である

ため、介護時間 と家事時間は常 に本人の状態 を意識 したもの となってお り、介

護時間 とそ の他の時間が独立 した もの とな っていない。

第3に 、 この こ とは 、三 次 時 間 の意 味 の違 いにつながっている。

事例Aで は 、 夫 が 週4回 デ イ ケ ア に い っ て い る間 、12時30分 か ら14時30分 ま

で の2時 間 ほ どの 間 、 近 く に住 む 友 人 が この家 を訪問 し、お しゃべ りや介護 に

関す る情報交換な どが行われている。 この時間が介護者 にとって はきわめて貴

重であ り、友人たち との交流が介護 による拘束 か らくる 「孤立」 を防 ぐのにき

わめて重要な役割 を果た して いる。

これ に対 して、事例Bの 場 合、 本 人 のADLが 一 部 介 助 とな っ て いる こ とか

ら、 週 に5日 間外 出 を して、 散 歩 、 図書 館 、外 出、展覧会、お茶な どのため の

時間が とれて いる。 しか し、資料B2の 「主観 的」 な意 見 によ る と、 介 護者 の

「疲 れ を感 じる」 とい う表現 に見 られ るよ うに、 必ず しも介護 と 自由時間 とが

「切 り離 され」て いない。

第4に 、 この差 異 は、 サ ー ビス の 利 用態度 にも明 白に表れている。

事例Aで は、 本 人 のデ イ ケ ア の利 用 に よって、介護 者は周 囲の人々 との交流

のための時間を持つ ことができるのに対 し、事例Bで は、 サ ー ビス の利 用 にか

な り消 極 的であ り、サー ビス を利用 し自由時 間を確保 して友 人 との交流 を行 う
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とい うよ うな考 えは見 られない。

最後 に、 この ことは、 要介護者本人 と介護者 との介護関係 を も示 して いる。

事例Aで は 、 介護 時 間 と生活 時 間 を介 護者が決めているよ うで あるが、事例

Bで は本 人 の 意 向 が強 く反 映 して いるとともに、介護者 自身もそれ をよ しとす

る態度 が見 られ、 その意 味で は、 介護 の社会化 が行 われず、 閉 じた(孤 立 し

た)介 護 にな っ て い る といえ る。

4.ま と め

以 上見 て き た よ う に、 生 活時 間様式 を用 いた本研 究では、記 入され た生活時

間表(様 式2)と 要 介 護 者 本 人 お よび 介 護 者 に関 す る基礎情報(様 式3)、 及

び、 介 護 者(及 び本 人)の 意 見(様 式4)に よ って 「主 観 的」 な態 度 を 把握 す る

ことによ り、介護時間 と生活時間 を関す る総合的な評価(モ ニ タ リン グ)を 可

能 とす る こ と をめ ざ した の で あるが、 この論文 では2つ の 事 例 を用 いて 、 こ う

した 方 式 の もつ意義 を検 討 した。

簡単 にまとめてみる と、

① 睡眠時間 を含 む介護者 の基礎的な生活 時間が十分 とれて いるか どうか、

②1日 、 及 び1週 間 の 生 活 リズ ム(メ リハ リ)が あ る か ど うか 。 す な わ ち、

一 次 時 間、二次時 間、三次時間がそれぞれ独立 して もたれてお り、常 に介

護 と結びついて見守 りを兼ね るような時間帯 になっていないか どうか、

③ 介護 が1人 で担 わ れ て お らず 、 介 護 ス タ ッフや友人 な どとの介護 の共有、

あるいはネ ッ トワー クが形成 されているか どうか、

④ このため には、要介護者本人 と介護 者 との間で の一定の心理的独立性 がみ

られ るか どうか、

な どの観点 か ら、要介護者 と介護者 の生活 を把握 し、サー ビスの果 た してい

る意味 を検 討する ことで、解釈の鍵 が得 られる ことになる。

最後 に、 このよ うな方式 を採用す る ことで、今 回の調査 に参 加 したケアマネ

ジャーか らは次のような感想が得 られたので、 これについて も紹介 してお こう。

第1に 、そ れぞ れ の現 場 チ ー ム にお け る検討会 にお いては、様 式1と2に つ

いて 、 介 護 時 間 と生 活 時 間 を要介護者 本人 と介護者、 および、副介護者 ・介護
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サー ビス のそれぞれ について、 同一 の表に記入す る という様 式の利用 によ り、

それ まで見えていなかった介護状態や生活状態、介護者や本人の考 え方がよ り

深 く理解で きるよ うになった とい う報告があった。 また、 このようなニーズ把

握 に基づ いてケア プランを再検討す る ことが極 めて重要で あるとの感想が表 明

された。

第2に 、 概 要 報 告 を行 な うアセ ス メ ン ト要約表(様 式3)と アセ ス メ ン トの

た め の分 析 を行 な うアセ ス メ ン ト考察表(様 式4)に つ いて の解 釈 方 式 を統 一

す る こ とによ り、デー タ作成 と分析方法 につ いて、よ り標準化 されたケース理

解 の方法 を身につ ける ことがで きるとい う感想が得 られ、 これ によって事例の

分析や解 釈が しやす くな った との感想が聞かれた。

第3に 、 本研 究 で使 用 した 生活 時 間様式 にお いては、生活時間 と生活行動 を、

一次時間、二次時 間、三次時 間に分類 し、そ の観点か らの解 釈 を行 った。その

結果、 さまざまな生活時間 に関す る理解 が深 まる とともに、一次 時間、二次時

間、三次時間 とい う分類が、介護者 についてはかな り有効 に適用す ることがで

きる として も、要介 護者本 人には必ず しも適切 なものではな いのではないか と

い う意見 も出 され、 これ に関す る議論 を深 める ことがで きた。

第4に 、 本研 究 で は、 特 に様 式4に よ る事 例 解 釈 の方 式 を標 準化 す ることを

め ざ し、 共 通す る視 点 と して、 要 介 護 者 と介 護 者 の 「生 活 時 間 の重 な り」

「サー ビス の利用意 向」、 「生活 の主導権 の所在」 とい う観点 か らの解釈 と報告

を求めた。研究参加 者は、 このようなや り方で 自分 の解釈 を提示 し、 これ につ

いて他 の参加者 か らの意見 を うる ことで、 これ まで気付かなかった ことを理解

す る ことができた とい う感想が 出された。

第5に 、4つ の研 究 フ ィー ル ドにお い て共 通す る感想 として、 この生活時間

様式 を用 いる ことによって、ケ アマネ ジャーがサー ビスの利用者 ・介護者 の 日

頃 の言動の意 味をよ り深 く理解で きるよ うにな った とい うことがあげられ る。

すなわち、サ ー ビス利用者や介護者 のち ょっ とした発言、 あるいは、希望 とい

う形 で表現 され る事柄 が、 生活時 間 とい う 「客観 的」 な裏づ け を得 ることに

よって、 その意味 をよ り明確 に把握す る ことがで きるとい うことである。 この

ことか らわかるよ うに、ケ アマネ ジャーは、利用者や介護者 の 「発言」 を、生
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活時 間 という視点 か ら考 える ことによ り、生活 の全体性 に即 して考 える ことが

できるよ うになる。 こうした観点か ら、 このツール の もつ意義 をよ り深め る必

要が あることが明確 になった と考え られ る。

最後 に、 ケアプ ランの作成やモニタ リングに際 して は、サー ビス利用者や介

護者の発言や 要望 の 「根拠」 を明確化す ることが求 め られ る。例 えばケース検

討会 を行 う場合、ケ アマネ ジャーは、 ある方針が利用者や介護者 の生活 全体 を

踏 まえ、 どのような根拠に基づ いて決定 されたのか を明確 にす る必要があるが、

そのよ うな場合 に、 この生活時間様式が有効なッールになる ことが確認 された。

今回の研究 にお いては、筆者を含 む東京都立大 学の研 究チーム と4つ の現 場

チ ー ム の協働 と い う形 を重視 し、調査 の依頼の説明→調査 の実施→調査結果 に

ついての検 討会の開催 →収集 したデー タの整理 と解 釈→結果 の現場 チームへ の

フィー ドバ ック→解釈 の ま とめ とい うよ うに、 か な り丁寧 な現場 との交流 を

行 って きた ことが以 上のよ うな成果 をもた らした と考 え られる。

この調査 に参加 してくれた現場チームのメンバーの多 くが、 この調査方法が、

これ まで気付 かなかった多 くの発見 をもた らして くれ た とい う感想 を述べただ

けでな く、研 究チーム と現場 チーム によ る集中的な検 討会 への参加が極 めて有

意義で あった と話 して くれ た。 これは、今回の研究 が、通例 のスケ ジュール調

査 のように、 一・方的な情報 の収集ではな く、現場 との コラボ レー シ ョンによる

「実践的研究」 を 目ざ したか らである と考 え られ る。

(注)

1本 研究 は、 平成15、16年 度 にお けるニ ッセイ財 団 の 「実践的研究助成」 による

研究であ り、資料の整理 と取 りまとめについては、本学大学院社会科学研究科

社会福祉学専攻の大学院生である長山晃子、原 田康美、宮崎富美路、および、

明治学院大学社会学科の飯田めゆ、の皆さんから多大のご協力をいただいた。記

して感謝 したい。

2な お、 この研究 の成果 について は、平成14・15年 度 ニ ッセイ財 団高齢社 会福祉

実践 的研究助成 『生活時間様式によるケアアセスメントとモニタ リング技法の

開発報告書』平成16年9月30日 に と りまとめ られて いる。
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